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献
　
呈
　
の
　
辞

　
立
石
龍
彦
先
生
の
古
稀
の
祝
賀
を
記
念
し
て
、
わ
れ
わ
れ
法
律
論
叢
の
同
人
が
相
集
っ
て
記
念
論
文
集
を
刊
行

し
、
こ
れ
を
先
生
の
座
右
に
献
呈
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
慶
賀
に
た
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。　

先
生
は
、
昭
和
一
八
年
九
月
に
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
哲
学
科
を
卒
業
さ
れ
、
翌
一
〇
月
に
同
大
大
学
院
に
進

ま
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
後
昭
和
二
二
年
四
月
に
旧
制
明
治
大
学
専
門
部
講
師
に
任
命
さ
れ
、
翌
年
二
月
に
は
同

専
門
部
助
教
授
に
昇
格
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
昭
和
二
四
年
四
月
新
制
大
学
の
発
足
と
同
時
に
明
治
大
学
法
学
部

の
専
任
助
教
授
に
、
同
三
三
年
四
月
に
専
任
教
授
に
就
任
さ
れ
、
以
来
今
日
ま
で
法
律
哲
学
な
ら
び
に
法
律
思
想

史
の
講
座
を
担
当
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
間
に
昭
和
四
五
年
一
〇
月
か
ら
同
四
七
年
九
月
ま
で
は
法
学
部
長
、

同
四
九
年
四
月
か
ら
同
五
五
年
三
月
ま
で
は
大
学
院
法
学
研
究
科
委
員
長
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
、
大
学
の
教
育
行

政
に
も
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
立
石
先
生
は
多
年
に
わ
た
っ
て
明
治
大
学
法
学
部
の
教
育
に
尽
力
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
先
生
は
、
温
厚
篤
実
な
人
柄
で
あ
る
と
と
も
に
、
学
問
研
究
に
対
し
て
は
ま
こ
と
に
厳
し

い
精
神
の
持
主
で
あ
り
、
研
究
生
活
の
先
輩
・
同
僚
と
し
て
わ
れ
わ
れ
に
ど
れ
ほ
ど
学
問
的
刺
激
を
与
え
た
か
し



れ
ま
せ
ん
。

　
こ
の
た
び
古
稀
を
迎
え
ら
れ
、
昭
和
六
三
年
三
月
末
を
も
っ
て
定
年
に
よ
り
専
任
教
授
を
退
か
れ
る
こ
と
は
、

制
度
上
止
む
を
得
な
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
痛
惜
に
た
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
わ
れ
わ
れ
は
、
先
生
の
一
層
の
ご
健
勝
を
祈
念
す
る
と
と
も
に
、
わ
が
法
学
部
な
ら
び
に
明
治
大
学
の
発
展
の

た
め
に
、
今
後
と
も
ご
尽
力
賜
わ
ら
ん
こ
と
を
願
い
つ
つ
、
献
呈
の
辞
と
い
た
し
ま
す
。

昭
和
六
二
年
一
二
月

法
学
部
長

保
　
住
　
昭
　
一


